加越文人の交遊 : 野村空翠を中心として（その1） by 畑中 榮
加
越
文
人
の
交
遊
野
村
空
翠
を
中
心
と
し
て
（
そ
の
１
）
畑
中
榮
は
じ
め
に
化
政
年
代
に
お
け
る
地
方
文
人
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
し（
注
１
）
、
北
陸
の
文
人
に
つ
い
て
も
拙
著
「
加
越
能
詩
作
者
略
伝
」
に
鋭
意
紹
介
中
で
あ
る（
注
２
）
。
し
か
し
加
越
に
お
け
る
文
人
達
の
動
向
に
つ
い
て
、
何
程
か
の
考
察
を
加
え
た
も
の
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
そ
の
殆
ど
は
石
川
・
富
山
県
史
や
各
市
史
の
類
で
あ
り
、
し
か
も
漢
詩
文
の
記
述
に
つ
い
て
は
僅
か
に
数
頁
巻
頭
を
飾
る
程
度
の
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
大
西
紀
夫
氏
は
、
東
林
を
通
し
て
越
中
詩
壇
の
動
向
を
鳥
瞰
し
よ
う
と
試
み
、「
東
林
と
そ
の
時
代
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
が（
注
３
）
、
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
に
思
え
る
。
し
か
し
加
賀
文
人
の
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、
彼
等
が
化
政
期
を
境
に
せ
き
を
切
っ
て
活
動
し
始
め
た
文
化
活
動
―
―
な
か
ん
ず
く
漢
詩
文
に
対
す
る
知
識
や
見
識
を
深
め
高
め
る
た
め
に
、
殆
ど
求
道
者
の
ご
と
き
熱
心
さ
で
全
国
を
行
脚
し
求
め
続
け
た
痕
跡
を
残
す
作
品
群
は
、
殆
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
厳
と
し
て
残
存
す
る
し
、
そ
の
熱
狂
的
な
時
代
相
を
伝
え
る
べ
き
生
き
様
も
、
人
目
に
触
れ
ぬ
ま
ま
封
印
さ
れ
て
存
す
る
。
一
例
を
金
澤
の
賈
人
で
富
巨
万
を
累
ね
た
俵
屋
の
主
人
、
銭
田
立
齋
の
遺
稿
に
見
て
み
る
。
立
齋
は
名
を
青
、
字
を
銅
輔
、
号
を
立
齋
と
称
し
、
空
翠
よ
り
十
三
歳
の
年
長
で
あ
る
が
、
こ
の
人
も
ま
た
空
翠
と
時
を
同
じ
く
し
て
詩
文
を
好
み
、
小
集
を
自
邸
に
開
い
て
交
誼
を
楽
し
ん
だ
人
で
あ
る（
注
４
）
。
け
ん
れ
い
近
世
、
文
運
大
い
に
開
け
、
下
は
黔
黎
（
庶
民
）
に
到
る
ま
で
皆
文
を
能
く
し
書
を
解
す
。
し
か
し
て
そ
の
弊
た
る
や
、
庶
人
に
し
て
心
を
そ
の
業
に
専
ら
に
せ
ず
。
詩
賦
を
学
び
書
畫
を
習
ひ
、
文
雅
を
仮
り
て
、
縁
飾
に
誇
る
。
気
は
自
ら
高
き
を
も
っ
て
世
人
を
蔑
視
し
、
そ
の
孝
弟
遜
順
の
行
に
お
い
て
は
、
漫
り
が
わ
し
く
し
て
之
を
省
み
ざ
る
も
の
ま
た
、
往
々
こ
れ
あ
り
。
そ
の
軽
薄
亡
状
は
余
甚
だ
こ
れ
を
醜
し
と
な
す
。
文
雅
の
道
に
の
め
り
込
む
あ
ま
り
、
そ
の
真
摯
さ
を
で
は
な
く
、
詩
文
を
嗜
む
こ
と
を
そ
の
ま
ま
ス
テ
ー
タ
ス
と
し
、
そ
う
で
な
い
人
々
を
蔑
視
す
る
と
い
う
人
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
現
状
を
序
文
は
伝
え
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
文
化
活
動
に
対
す
る
情
熱
は
こ
の
よ
う
に
過
激
で
も
あ
っ
た
。
本
書
で
取
り
上
げ
る
― １７４ ―
野
村
空
翠
も
ま
た
、
家
業
を
擲
っ
て
風
雅
の
遊
び
に
従
っ
た
、
傍
目
に
は
軽
薄
亡
状
と
も
称
す
べ
き
町
人
文
人
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
人
で
あ
る
。
野
村
空
翠
、
字
を
圓
平
と
い
い
通
名
次
右
衛
門
、
諱
も
圓
平
と
い
っ
た
。
号
を
空
翠
・
栖
霞
・
空
翠
楼
・
協
幽
齋
・
残
月
書
屋
・
梅
遯
栞
士
等
と
い
い
、
一
般
に
は
屋
号
で
「
八
田
屋
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
空
翠
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
金
澤
の
日
傭
頭
を
業
と
す
る
八
田
屋
に
生
ま
れ
、
兼
ね
て
酒
造
を
営
み
典
舗
と
も
な
っ
た
。
幼
年
よ
り
学
を
好
み
、
和
漢
の
書
籍
を
渉
猟
し
詩
賦
に
耽
り
禅
に
も
参
し
た
。
書
を
懐
素
・
祝
枝
山
等
に
私
淑
し
て
画
も
能
く
し
、
謡
曲
・
弾
琴
・
和
歌
・
茶
湯
・
囲
碁
等
の
技
芸
に
通
じ
た
旦
那
衆
の
一
人
で
も
あ
る
。
子
が
な
く
四
十
歳
で
家
を
弟
に
譲
っ
て
よ
り
、
自
分
は
詩
賦
修
行
に
志
し
て
西
は
九
州
か
ら
東
は
仙
台
・
青
森
を
踏
破
し
て
諸
名
家
の
門
を
敲
き
唱
酬
を
求
め
た
。
た
め
に
北
遊
す
る
文
人
の
多
く
が
空
翠
を
訪
う
た
。
大
窪
詩
佛
を
師
と
し
、
日
野
資
愛
・
菊
池
五
山
・
谷
文
晁
・
市
河
米
庵
・
頼
山
陽
・
篠
崎
小
竹
・
小
石
檉
園
・
田
野
村
竹
田
・
浦
上
春
琴
・
雲
華
大
含
・
広
瀬
淡
窓
・
広
瀬
旭
荘
等
と
相
知
り
交
誼
を
深
め
た
（
注
５
）。
一.
文
政
元
年
ま
で
空
翠
が
加
越
に
お
い
て
文
人
と
し
て
の
地
歩
を
確
立
し
た
の
は
、
詩
佛
が
金
沢
に
初
め
て
北
遊
し
た
文
政
四
年
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
間
空
翠
の
詩
活
動
に
つ
い
て
伝
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
ま
か
ろ
う
じ
て
そ
の
消
息
の
分
か
る
も
の
の
内
、
最
も
早
い
例
を
挙
げ
れ
ば
、
寛
政
十
二
年
に
曽
田
菊
潭
と
共
に
山
橋
で
月
を
観
て
賦
詩
し
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
年
は
菊
潭
は
十
八
歳
で
い
ま
だ
修
学
中
の
身
分
で
空
翠
も
十
七
歳
で
あ
る
。
そ
ん
な
若
い
二
人
が
、
始
め
て
味
わ
う
文
化
の
香
り
に
ひ
か
れ
る
よ
う
に
、
月
を
愛
で
て
賦
詩
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
菊
潭
は
「
庚
申
七
月
十
五
夜
、
空
翠
と
同
に
山
橋
に
月
を
賞
づ
」
と
題
し
て
、
仲
秋
の
名
月
と
も
疑
わ
れ
る
月
を
求
め
て
、
山
橋
か
ら
眺
め
た
光
景
を
、
「
城
中
十
萬
戸
、
幾
人
か
月
に
對
し
て
斟
ま
ん
。
野
店
は
久
し
く
留
ま
り
難
く
、
相
ひ
顧
み
れ
ば
更
深
な
る
を
知
る
。
猶
ほ
街
頭
の
月
を
踏
ん
で
、
帰
り
な
ん
と
す
れ
ば
夜
沈
々
」
と
詠
じ
た
。
詩
作
に
対
す
る
い
か
に
も
初
々
し
い
感
性
が
新
鮮
で
あ
る
。
空
翠
の
詩
は
な
い
が
、
風
雅
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
は
、
菊
潭
に
も
劣
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
て
き
菊
潭
は
名
を
迪
と
い
い
、
諱
は
洋
、
通
称
を
左
助
、
号
を
菊
潭
と
い
う
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
小
松
の
御
馬
廻
組
曾
田
静
叟
政
布
の
嫡
子
に
生
ま
れ
、
少
壮
に
し
て
江
戸
で
古
賀
侗
庵
に
学
ん
で
詩
文
を
能
く
し
た
。
文
化
七
年
十
一
月
学
校
讀
師
加
入
と
な
り
、
諸
役
を
経
て
文
政
五
年
新
知
百
石
を
拝
領
し
翌
六
年
父
の
致
仕
に
よ
っ
て
家
禄
二
百
石
を
継
い
だ
。
そ
し
て
こ
の
翌
年
空
翠
は
母
を
喪
い
、
つ
い
で
七
年
後
の
文
化
五
年
父
も
喪
っ
た
。
空
翠
二
十
五
歳
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
そ
の
六
年
後
の
文
化
十
一
年
頃
空
翠
は
江
戸
へ
発
っ
た
。
目
的
も
用
件
も
未
詳
で
あ
る
が
、
後
年
の
空
翠
の
放
浪
癖
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
風
雅
の
心
止
み
が
た
く
出
掛
け
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
時
に
二
十
歳
程
年
長
の
景
任
が
そ
の
出
立
を
見
送
る
作
に
は
、
そ
う
し
た
空
翠
の
は
や
る
気
持
ち
が
か
い
ま
見
え
る
。
野
村
空
翠
の
江
戸
に
之
く
を
送
る
。
離
杯
は
酔
ふ
に
易
か
ら
ず
、
子
の
遠
邦
に
之
く
を
憐
れ
ぶ
な
れ
ば
。
征
馬
は
初
夏
に
逢
ひ
、
啼
鵑
は
當
に
宿
る
時
な
る
べ
し
。
客
愁
は
連
夜
の
雨
た
り
、
山
色
は
幾
朝
の
詩
た
ら
ん
。
定
省
に
は
空
し
き
多
日
な
れ
ど
、
帰
程
は
期
を
誤
つ
こ
と
な
か
れ
。
― １７５ ―
こ
の
時
空
翠
は
両
親
を
共
に
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
晩
の
寝
具
や
朝
の
安
否
を
気
遣
う
べ
き
親
は
な
く
、
た
と
え
こ
の
よ
う
に
空
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
よ
う
と
も
君
よ
、
帰
る
べ
き
期
日
を
間
違
う
こ
と
な
か
れ
」
と
詠
い
か
け
る
景
任
に
は
、
子
息
を
見
つ
め
る
如
き
暖
か
み
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
景
任
は
林
翼
の
二
子
で
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
生
ま
れ
た
。
蓀
坡
が
父
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
の
で
、
景
任
は
亀
田
甚
右
衛
門
淨
品
の
嗣
子
と
な
っ
た
。
初
め
し
ょ
う
け
い
名
を
文
助
と
い
い
後
喜
左
衛
門
と
改
め
、
諱
を
景
任
・
任
、
字
を
尚
絅
・
舜
年
と
い
い
、
号
を
商
齋
・
聴
松
庵
と
い
っ
た
。
俳
句
・
和
歌
・
詩
共
に
能
く
し
、
詩
を
伊
藤
莘
野
に
従
っ
た
。
宮
竹
屋
の
分
家
六
代
で
、
金
沢
川
南
町
に
住
ん
で
酒
造
を
業
と
し
、
ま
た
副
富
村
の
長
で
も
あ
っ
た
。
町
屋
の
跡
を
嗣
い
だ
景
任
に
と
っ
て
年
少
と
は
い
え
空
翠
は
文
化
的
趣
味
を
同
じ
く
す
る
友
人
と
し
て
格
別
の
親
し
み
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
空
翠
は
蓀
坡
と
も
終
生
交
遊
を
続
け
た
か
ら
、
義
弟
と
も
交
遊
が
続
い
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
な
お
東
林
の
「
閑
雲
詩
史
」
に
よ
れ
ば（
注
６
）
、
文
化
十
四
年
六
月
九
日
蓀
坡
宅
の
小
集
に
東
林
が
参
加
し
、
そ
の
時
空
翠
を
始
め
孚
先
・
一
堂
・
孤
岳
も
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
内
一
堂
は
後
に
触
れ
る
が
、
孤
岳
は
「
北
遊
詩
草
」
に
二
首
詩
を
載
せ
る
人
で
西
勝
寺
の
僧
で
あ
る
。
こ
の
西
勝
寺
は
東
林
が
金
澤
に
来
遊
す
る
時
、
よ
く
立
ち
寄
っ
た
寺
院
で
も
あ
る
。
二.
詩
佛
の
北
遊
ま
で
さ
て
詩
佛
の
北
遊
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
今
少
し
そ
の
北
遊
前
の
加
越
文
人
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
手
元
の
資
料
を
基
に
し
た
調
査
で
そ
れ
を
示
す（
注
７
）
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
１
月
横
山
致
堂
、
江
戸
で
詩
佛
の
詩
に
和
し
、
ま
た
呉
竹
沙
に
逢
う
。
（
致
堂
）
２
月
２０
日
東
林
、
長
崎
浩
齋
を
訪
ね
て
賦
詩
。（
東
林
）
２９
日
金
子
鶴
村
、
長
井
葵
園
よ
り
梅
花
を
送
ら
れ
賦
詩
す
。（
日
記
）
３
月
３
日
竺
侶
鳳
、
氷
見
の
金
橋
千
手
寺
で
小
集
を
開
く
。（
東
林
）
５
日
鶴
村
、
葵
園
と
寺
町
で
桜
見
。（
日
記
）
２０
日
こ
の
頃
致
堂
、
江
戸
の
諸
友
と
留
別
し
、
２４
日
に
呉
竹
沙
と
板
橋
で
別
れ
る
。（
致
堂
）
※
春
、
東
林
、
浩
齋
と
粟
田
容
齋
の
作
二
十
首
を
併
せ
て
「
浩
容
春
興
」
二
十
首
と
し
て
刊
行
す
。
４
月
７
日
致
堂
家
に
帰
る
。（
致
堂
）
１３
日
東
林
、
玄
妙
・
淨
水
寺
経
将
・
妻
の
玉
蛾
と
山
中
温
泉
へ
。
こ
こ
で
金
澤
の
金
子
東
陌
・
勝
山
の
雨
林
に
遭
遇
。（
東
林
）
※
こ
の
月
、
奥
村
漪
藍
の
別
業
鑑
水
亭
で
小
集
。
銭
田
立
齋
・
韓
西
皐
が
参
加
。（
立
齋
）
５
月
１０
日
高
岡
の
浩
齋
邸
詩
会
、
東
林
・

洲
参
加
。（
東
林
）
２０
日
こ
の
頃
詩
会
。（
日
記
）
６
月
３
日
二
口
の
誓
光
寺
小
集
。（
東
林
）
８
月
１４
日
葵
園
亭
詩
会
。（
日
記
）（
秋
声
館
）
１６
日
葵
園
・
渡
邊
西
園
が
鶴
村
宅
で
詩
会
。
１９
日
、
鶴
村
・
鶴
山
・
蓀
坡
・
空
翠
・
一
堂
の
詩
あ
り
。
２３
日
、
鶴
村
、
石
川
羅
山
に
詩
を
寄
せ
る
。（
日
記
）
９
月
２
日
高
岡
利
屋
町
龍
雲
寺
で
書
畫
会
。（
東
林
）
― １７６ ―
２５
日
大
阪
の
鶴
山
、
鶴
村
を
来
訪
。（
日
記
）
２６
日
西
園
宅
詩
画
会
。（
日
記
）（
秋
声
館
）
１０
月
１１
日
可
崇
・
栗
齋
・
寶
樹
が
東
林
を
来
訪
。（
東
林
）
１６
日
鶴
村
の
六
十
歳
を
賀
す
詩
宴
。
葵
園
・
西
園
・
榊
原
拙
處
・
照
月
寺
参
加
。（
日
記
）
１９
日
和
田
筠
齋
が
来
訪
。（
秋
声
館
）
２４
日
鶴
村
、
松
月
寺
で
葵
園
と
賦
詩
。（
日
記
）
１１
月
１
日
葵
園
亭
詩
会
。（
日
記
）
１２
月
４
日
片
原
町
超
願
寺
詩
会
。
５
日
、
称
念
寺
詩
会
。
１７
日
、
称
念
寺
詩
会
。
１８
日
、
内
藤
一
学
氏
詩
会
。（
東
林
）
※
冬
、
致
堂
・
蓀
坡
が
唱
和
。（
致
堂
）
※
こ
の
年
、
柳
涯
随
処
小
集
。（
秋
声
館
）
こ
の
年
春
、
致
堂
は
江
戸
に
い
た
。
二
十
歳
で
参
政
と
な
っ
た
致
堂
は
こ
の
時
三
十
歳
で
、
前
年
の
文
化
十
四
年
三
月
に
金
澤
を
発
っ
て
江
戸
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
致
堂
が
詩
佛
に
会
っ
た
の
は
こ
の
年
の
秋
頃
で
あ
る
が
、
妻
の
蘭
蝶
と
合
作
の
「
海
棠
園
合
集
」
は
越
中
の
詩
僧
東
林
を
通
じ
て
既
に
前
年
、
詩
佛
の
手
に
届
い
て
い
た
。
そ
う
い
う
経
緯
も
あ
っ
て
致
堂
が
詩
佛
を
招
飲
し
た
の
で
あ
る
。「
香
を
焚
き
地
を
掃
ひ
起
っ
て
相
ひ
迎
ふ
。
太
だ
喜
ぶ
新
知
の
古
情
に
勝
る
を
。
磊
落
た
る
笑
談
に
も
渾
て
韻
有
り
。
心
を
傾
け
て
一
吟
の
成
る
を
待
た
ず
」
と
致
堂
の
作
に
あ
る
が
、
詩
佛
を
待
っ
て
ソ
ワ
ソ
ワ
落
ち
着
か
な
い
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
時
に
詩
佛
は
五
十
一
歳
で
、
致
堂
の
父
政
寛
よ
り
四
歳
年
長
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
更
に
詩
佛
の
「
春
初
」
の
作
に
和
し
、
そ
の
後
間
も
な
く
し
て
江
戸
の
画
家
呉
竹
沙
と
も
会
っ
た
。
竹
沙
の
詩
中
に
「
頭
を
回
せ
ば
往
事
は
已
に
三
載
、
旧
を
話
し
て
猶
ほ
疑
ふ
是
夢
中
か
と
」
と
あ
る
ご
と
く
、
三
年
振
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。
竹
沙
は
三
月
金
澤
に
帰
る
致
堂
を
板
橋
で
留
別
し
て
も
く
れ
た
。
金
澤
で
は
、
鶴
村
や
葵
園
達
が
交
遊
を
深
め
て
い
た
。
鶴
村
は
諱
を
有
斐
、
字
を
仲
豹
・
君
仲
と
い
い
、
京
で
皆
川
淇
園
の
門
に
学
ん
だ
後
帰
国
し
て
小
松
の
集
義
堂
の
開
講
と
共
に
教
授
と
な
り
、
在
勤
十
年
後
に
今
枝
氏
の
儒
者
と
な
っ
て
十
二
人
扶
持
を
得
、
自
邸
で
門
弟
を
育
て
て
い
た（
注
８
）
。
一
方
長
井
葵
あ
り
ひ
ろ
園
は
名
を
在
寛
、
通
称
を
平
吉
、
字
を
寛
郷
・
子
毅
と
い
い
、
葵
園
・
陶
齋
・
董
齋
・
董
居
を
号
と
す
る
加
賀
藩
を
代
表
す
る
儒
者
で
詩
人
で
あ
る
。
長
井
助
左
衛
門
煖
寛
の
婿
養
子
と
な
り
、
文
化
二
年
養
父
の
跡
目
と
な
っ
て
遺
知
百
石
を
襲
い
で
組
外
に
列
し
、
明
倫
堂
助
教
と
な
り
時
に
四
十
歳
で
あ
っ
た
。
金
澤
の
文
人
で
こ
の
人
の
門
弟
で
あ
っ
た
人
も
多
い
。
こ
の
年
八
月
の
「
鶴
村
日
記
」
に
載
せ
ら
れ
た
空
翠
の
詩
を
載
せ
て
お
く
。
何
時
の
小
集
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
空
翠
の
こ
の
詩
は
他
に
載
せ
ぬ
作
で
あ
る
。「
今
宵
閑
却
此
亭
堂
。
何
事
西
風
送
雨
来
。
準
擬
天
上
洗
明
鏡
。
可
知
三
五
宿
雲
開
。」「
今
宵
こ
の
亭
は
ひ
っ
そ
り
と
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
し
た
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。
な
の
に
何
事
で
あ
る
か
、
西
風
が
雨
を
送
っ
て
来
た
の
は
。
疑
っ
て
み
る
に
、
天
上
の
明
鏡
を
洗
う
た
め
か
と
。
や
が
て
知
る
で
あ
ろ
う
、
十
五
夜
の
明
月
に
か
か
っ
て
い
た
宿
雲
が
明
け
て
く
る
の
を
。」
大
意
を
言
え
ば
上
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。
即
席
の
作
ら
し
く
て
、
推
敲
の
跡
も
あ
ま
り
伺
え
な
い
作
で
あ
る
が
、
逆
に
見
れ
ば
発
想
に
任
せ
た
肩
の
力
の
抜
け
た
作
り
馴
れ
た
作
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
致
堂
と
交
誼
の
深
い
蓀
坡
は
、
先
述
し
た
林
景
任
の
義
兄
で
加
賀
藩
を
代
表
す
る
漢
文
学
者
で
あ
る
。
明
倫
堂
の
新
成
に
伴
っ
て
助
教
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、
後
に
藩
主
の
侍
讀
と
も
な
っ
た
。
時
に
三
十
八
歳
で
あ
っ
た
が
、
既
に
加
― １７７ ―
賀
藩
の
文
人
達
の
中
で
指
導
的
存
在
と
も
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
文
政
元
年
ま
で
に
お
け
る
蓀
坡
の
交
遊
を「
晩
晴
閣
詩
稿
」等
で
調
べ
る
と
、
富
田
痴
龍
・
津
田
養
・
奥
村
漪
藍
・
江
守
長
順
・
佛
后
惟
宗
・
空
翠
・
亀
田
鶴
山
・
銭
田
立
齋
・
一
堂
等
が
い
る
。
彼
等
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
け
ば
、
痴
龍
は
博
覧
強
記
で
知
ら
れ
る
漢
学
者
で
、
こ
の
年
は
五
十
七
歳
で
出
銀
奉
行
等
の
諸
役
を
辞
し
て
退
隠
し
て
い
た
。
ま
た
奥
村
漪
藍
は
二
千
七
百
石
取
り
の
藩
士
で
、
時
に
病
気
に
よ
り
役
儀
を
遠
慮
し
て
い
た
。
津
田
養
は
菜
窩
と
号
し
医
者
で
詩
畫
に
長
じ
、
江
守
長
順
は
九
十
石
取
り
の
大
聖
寺
藩
士
で
、
佛
后
惟
宗
は
宗
龍
寺
の
住
持
だ
っ
た
が
、
既
に
文
化
十
三
年
に
没
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
は
金
澤
の
商
賈
で
い
づ
れ
も
家
柄
町
人
の
身
分
を
得
た
人
々
で
あ
る
。
亀
田
鶴
山
は
時
に
五
十
歳
で
あ
っ
た
が
、
金
澤
片
町
の
薬
店
宮
本
屋
本
家
の
七
代
目
で
、
町
年
寄
・
銀
座
役
を
勤
め
、
文
化
四
年
に
は
卯
辰
山
北
方
の
春
日
山
に
陶
窯
を
開
き
、
青
木
木
米
を
招
い
て
新
し
い
陶
器
を
製
し
て
い
た
。
ま
た
一
堂
は
金
谷
彦
右
衛
門
と
称
し
、
加
賀
藩
儒
五
十
嵐
剛
伯
か
ら
そ
の
七
絶
を
賞
さ
れ
た
金
谷
懋
績
の
末
孫
で
、
こ
の
人
も
詩
を
能
く
し
た
。
そ
の
他
奥
村
漪
藍
別
業
の
小
集
に
参
加
し
た
西
皐
は
、
本
吉
屋
と
称
す
る
商
賈
で
町
年
寄
を
勤
め
て
五
人
扶
持
を
得
、
こ
の
年
三
十
六
歳
で
家
柄
町
人
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
鶴
村
の
六
十
歳
の
賀
宴
に
参
加
し
た
榊
原
拙
處
は
名
を
も
り
の
り
守
典
、
通
称
三
郎
兵
衛
と
い
い
、
字
は
子
典
、
号
を
拙
処
・
三
痴
・
蘭
所
・
夢
松
・
逸
翁
等
と
号
し
た
。
上
田
龍
郊
の
弟
で
あ
る
が
、
文
化
三
年
今
枝
内
記
の
臣
榊
原
武
兵
衛
の
婿
養
子
と
な
り
、
遺
知
百
五
十
石
を
嗣
ぎ
こ
の
時
二
十
八
歳
で
あ
る
。
学
を
好
み
詩
を
作
り
、
葵
園
の
門
に
学
ん
で
南
宋
の
画
を
能
く
し
、
後
年
集
義
堂
の
教
授
と
も
な
っ
た
。
な
お
以
上
の
内
、
鶴
山
・
立
齋
・
西
皐
・
蘭
所
・
葵
園
は
後
に
空
翠
楼
小
集
に
い
つ
も
顔
を
出
す
同
人
と
も
称
す
べ
き
人
々
で
あ
る
。
実
際
の
メ
ン
バ
ー
は
詩
佛
の
北
遊
以
後
に
固
定
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
頃
既
に
固
定
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
越
中
高
岡
で
は
、
東
林
を
中
心
と
し
た
小
集
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
津
島
栗
齋
・
長
崎
浩
齋
・
粟
田
容
齋
・
佐
渡
虎
・
渡
邊
玄
碩
等
が
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た
。
文
化
十
二
年
に
富
山
の
鳥
林
文
吾
の
門
を
出
て
、
改
め
て
東
林
の
門
に
学
ん
だ
人
々
で
、
い
づ
れ
も
当
時
青
年
医
生
で
あ
っ
た
。
栗
齋
は
時
に
二
十
五
歳
、
浩
齋
は
二
十
歳
、
玄
碩
は
後
に
津
島
姓
を
冒
し
た
が
こ
の
時
二
十
四
歳
で
あ
る
。
容
齋
・
虎
の
年
齢
は
未
詳
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
詩
書
を
能
く
し
た
文
人
で
も
あ
り
、
後
に
高
岡
で
神
農
講
を
結
成
し
、
ま
た
陸
舟
楼
を
根
拠
に
詩
文
に
切
磋
琢
磨
し
高
岡
文
人
の
中
心
と
な
っ
た
人
達
で
も
あ
る
。
な
お
称
念
寺
は
釈
嬾
外
が
そ
の
住
持
で
、
詩
佛
の
北
遊
の
時
に
詩
を
呈
し
た
人
。
超
願
寺
は
宝
樹
が
住
持
を
勤
め
て
東
林
の
詩
会
に
度
々
参
加
す
る
人
で
あ
る
し
、
内
藤
一
学
は
代
々
貞

を
名
乗
っ
た
高
岡
の
医
者
で
あ
る
。
文
政
２
年
（
一
八
一
九
）
１
月
１
日
春
日
小
集
。
三
宅
芳
渓
・
小
川
玄
澤
・
大
西
主
馬
・
廣
瀬
・
葵
園
参
加
。（
秋
声
館
）
２
月
５
日
葵
園
を
鶴
村
が
招
飲
。（
秋
声
館
）
９
日
鶴
村
、
葵
園
の
江
戸
に
行
く
の
を
送
る
。（
日
記
）
１０
日
高
岡
快
哉
楼
で
光
慶
寺
春
窓
の
追
薦
会
。
浩
齋
・
栗
齊
・
侶
鳳
・
玄
妙
・
嬾
外
・
宝
樹
・
龍
樹
・
東
林
が
参
加
。
次
い
で
１１
日
称
念
寺
書
畫
会
。
侶
鳳
・
栗
齋
・
竹
山
・
浩
齋
・
敬
周
・
雪
江
・
玄
妙
・
東
林
が
参
加
。（
東
林
）
※
こ
の
月
、
大
地
文
宝
の
白
雪
楼
詩
会
。
立
齋
・
亀
田
章
参
加
。（
立
齋
）
― １７８ ―
※
こ
の
月
浩
齋
、
広
千
字
文
を
刊
行
。（
東
林
）
３
月
２０
日
照
月
寺
で
葵
園
を
送
る
詩
会
。（
日
記
）
３
月
２８
日
鶴
村
、
松
月
寺
で
桜
見
。（
日
記
）（
秋
声
館
）
※
こ
の
月
立
齋
、
文
宝
に
陪
し
漪
藍
の
翻
花
亭
詩
会
に
参
加
。
ま
た
西
皐
の
茶
亭
一
草
庵
や
閑
雲
亭
で
小
集
。（
立
齋
）
４
月
１１
日
鶴
村
・
拙
處
十
一
屋
で
菜
の
花
見
物
。
帰
途
渡
邊
西
園
を
訪
問
。
（
日
記
）
５
月
９
日
富
田
亭
画
会
。
南
渓
・
東
旭
・
岡
田
揚
齊
等
参
加
。
２８
日
、
山
田
九
皐
来
訪
。
松
月
寺
和
尚
・
渡
邊
茜
園
を
招
き
賦
詩
。（
日
記
）
６
月
２
日
西
方
寺
・
松
月
寺
和
尚
が
来
訪
し
て
賦
詩
。
１４
日
、
鶴
村
亭
詩
会
。
茜
園
・
蘭
所
・
松
月
寺
・
石
蘿
月
・
蘭
洲
参
加
。（
日
記
）
※
こ
の
頃
東
林
、
詩
佛
よ
り
「
西
遊
詩
草
」
二
卷
を
贈
呈
さ
る
。（
東
林
）
９
月
太
田
錦
城
、
西
遊
す
。（
白
湯
集
）
１０
月
１６
日
致
堂
江
戸
へ
発
つ
。（
致
堂
）
１１
月
致
堂
、
詩
佛
と
詩
の
贈
答
す
。（
致
堂
）
１２
月
８
日
浩
齋
宅
小
集
。
嬾
外
・
栗
齋
・
容
齋
・
東
林
が
参
加
。（
東
林
）
２３
日
致
堂
、
江
戸
よ
り
帰
る
。（
致
堂
）
※
こ
の
年
、
蓀
坡
、
西
皐
に
次
韻
す
る
。（
晩
晴
閣
）
こ
の
年
は
殊
に
金
澤
の
文
化
活
動
が
華
や
い
だ
年
で
あ
る
。
前
年
十
二
月
に
芝
居
が
公
認
さ
れ
、
翌
二
年
に
は
犀
川
の
川
上
新
町
に
常
設
の
芝
居
小
屋
と
芝
居
茶
屋
が
建
設
さ
れ
、
芝
居
が
興
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
だ
ろ
う
か
。「
鶴
村
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
芝
居
は
連
日
大
当
た
り
で
一
人
六
十
文
程
の
木
戸
銭
が
揚
が
っ
た
と
い
う
。
京
都
か
ら
シ
ュ
ウ
と
い
う
女
形
が
来
て
評
判
を
取
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
ま
た
七
夕
に
は
軒
々
に
燈
火
を
吊
す
の
で
、
鶴
村
も
知
人
を
多
数
誘
っ
て
出
掛
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
物
見
に
加
え
て
、
桜
や
菜
の
花
見
の
遊
山
等
、
事
あ
る
毎
に
春
に
興
ず
る
人
々
の
姿
が
あ
ま
た
見
ら
れ
た
。
あ
や
よ
し
立
齋
が
行
動
を
共
に
し
た
大
地
文
宝
は
こ
の
年
四
十
三
歳
で
、
新
井
白
石
か
ま
さ
と
き
ら
千
里
の
駒
と
称
さ
れ
た
昌
言
の
嫡
と
し
て
、
算
用
場
奉
行
を
拝
命
し
て
三
百
石
を
賜
っ
て
い
た
。
詩
や
書
畫
を
善
く
し
、
市
河
寛
斎
・
詩
佛
・
五
岳
等
と
誼
を
持
ち
、
鶴
村
と
最
も
交
誼
が
あ
っ
た
。
書
楼
を
白
雪
楼
と
い
い
、
こ
こ
で
持
た
れ
た
小
集
も
多
い
。
な
お
閑
雲
亭
は
西
皐
の
書
楼
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
屡
々
小
集
が
記
さ
れ
る
。
山
田
九
皐
は
本
吉
の
船
問
屋
で
酒
造
を
業
と
し
た
明
翫
屋
嘉
平
の
こ
と
。
号
を
九
如
山
人
・
淡
菊
・
九
皐
と
称
し
、
町
年
寄
と
な
っ
て
毎
年
京
に
上
り
、
風
雅
の
交
遊
を
し
た
。
書
を
村
瀬
栲
亭
に
、
画
を
浦
上
春
琴
に
習
っ
て
造
詣
が
深
く
、
こ
の
屋
敷
を
「
松
風
館
」
と
呼
び
、
空
翠
等
多
彩
な
文
人
が
集
ま
っ
た
。
鶴
村
の
二
十
歳
頃
、
二
度
に
亘
る
火
災
で
家
資
を
蕩
尽
に
帰
し
た
時
、
そ
の
資
を
援
け
て
経
を
講
ぜ
し
め
、
か
つ
京
の
皆
川
淇
園
に
遊
学
せ
し
め
た
人
物
で
も
あ
る
。
ま
た
松
月
寺
は
野
田
町
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
。
そ
の
桜
は
有
名
で
、
室
鳩
巣
等
多
く
の
文
人
が
訪
れ
た
。
こ
の
年
西
遊
に
発
っ
た
太
田
錦
城
は
、
大
聖
寺
侯
の
侍
医
樫
田
玄
覚
の
七
男
も
と
さ
だ
さ
い
す
け
こ
う
か
ん
で
順
格
の
弟
。
諱
を
元
貞
、
通
称
を
才
佐
、
字
を
公
幹
、
号
を
錦
城
・
多
稼
居
士
・
春
草
翁
等
と
称
し
た
。
大
聖
寺
新
町
に
生
ま
れ
て
儒
を
山
本
北
山
に
学
び
、
や
が
て
そ
の
門
を
辞
し
て
生
徒
に
教
え
、
文
化
七
年
吉
田
侯
松
平
信
明
の
厚
い
請
に
よ
っ
て
世
子
信
順
の
た
め
に
書
を
講
じ
て
い
た（
注
９
）
。「
白
湯
集
」
は
文
政
二
年
九
月
に
江
戸
を
発
っ
て
、
翌
三
年
六
月
ま
で
西
遊
し
た
時
の
作
を
集
め
た
も
の
。
詩
百
八
十
首
、
文
十
一
題
を
載
せ
て
い
る
。
越
中
で
は
や
は
り
東
林
を
中
心
に
し
て
小
集
が
頻
繁
に
持
た
れ
て
い
る
。
追
薦
会
を
持
た
れ
た
春
窓
は
栗
齋
と
共
に
東
林
の
詩
弟
子
で
あ
る
。
侶
鳳
は
金
橋
― １７９ ―
山
千
手
寺
の
住
持
で
、
玄
妙
は
東
林
の
弟
。
高
岡
の
光
西
寺
の
住
持
を
し
て
い
て
、
詩
佛
の
北
遊
の
時
に
も
小
集
に
参
加
し
、
ま
た
空
翠
と
交
誼
を
善
く
し
た
人
で
も
あ
る
。
嬾
外
は
称
念
寺
の
住
持
で
名
は
海
導
と
い
い
、
詩
を
能
く
し
詩
佛
の
「
北
遊
詩
草
」
に
詩
を
載
せ
る
人
で
、
龍
齋
は
高
岡
の
医
師
佐
渡
虎
で
あ
る
。
ま
た
翌
日
の
称
念
寺
の
書
畫
会
の
参
会
者
の
内
、
敬
周
は
高
岡
の
画
家
堀
川
敬
周
の
こ
と
で
、
雪
江
は
東
岳
と
称
す
る
城
端
の
画
家
で
京
に
住
ん
で
画
を
業
と
し
て
い
た
。
文
政
３
年
（
一
八
二
〇
）
１
月
太
田
錦
城
、
京
都
で
日
野
資
愛
・
吉
田
袖
蘭
と
交
遊
。（
白
湯
集
）
※
こ
の
頃

洲
、
櫟
堂
上
人
の
院
に
諸
子
と
小
集
。（

洲
詩
稿
）
２
月
２８
日
致
堂
、
前
田
氏
別
墅
で
遊
ぶ
。（
致
堂
）
３
月
１０
日
松
月
寺
の
櫻
見
、
蘭
渓
・
南
皐
・
馬
淵
新
蔵
参
加
。（
日
記
）
１４
日
海
棠
園
小
集
。
蓀
坡
が
致
堂
に
次
韻
。（
晩
晴
閣
）（
致
堂
）
１８
・
２１
日
蘭
所
が
鶴
村
を
訪
れ
て
賦
詩
。
２２
日
、
堀
辰
之
助
が
来
訪
し
て
賦
詩
。
２６
日
、
佐
藤
門
之
助
・
堀
・
蘭
所
・
廣
瀬
が
来
訪
。
ま
た
同
日
、
蘭
所
・
廣
瀬
と
共
に
閑
雲
亭
を
訪
う
。（
日
記
）
※
こ
の
月
錦
城
、
頼
山
陽
の
鴨
川
書
楼
を
訪
問
（
白
湯
集
）。
ま
た
立
齋
、
松
月
亭
小
集
に
参
加
（
立
齋
）。
ま
た
致
堂
、
蓀
坡
の
繪
に
「
富
士
峰
図
」
を
題
す
（
致
堂
）。
４
月
致
堂
・
蓀
坡
唱
和
。（
致
堂
）
５
月
３
日
田
中
右
一
、
鶴
村
を
来
訪
し
て
詠
歌
。（
日
記
）
４
日
田
中
躬
之
・
櫻
井
鴨
行
と
共
に
閑
雲
亭
に
遊
ぶ
。（
秋
声
館
）
６
月
仙
台
の
東
洋
老
人
が
越
中
に
来
る
。（

洲
）
８
月
１
日
高
岡
超
願
寺
書
畫
会
。
東
洋
・
勤
齋
・
良
俊
・
南
寉
・
文
齋
・
迪
堂
・
敬
周
・
蝸
亭
・
浩
齋
・
痴
王
・
東
林
・
他
社
友
が
参
加
。
２
日
陸
舟
楼
小
集
。
東
洋
・

洲
・
浩
齋
・
玄
又
・
敬
周
・
東
林
が
参
加
。（
東
林
）
２３
日
冨
澤
周
の
没
を
悼
む
。（
秋
声
館
）
※
夏
立
齋
、
前
川
君
が
江
上
に
避
暑
す
る
の
に
陪
す
。（
立
齋
）
９
月
９
日
立
齋
、
友
人
の
宅
で
飲
宴
。（
立
齋
）
※
秋
、
致
堂
の
「
書
懐
十
八
首
」
に
蓀
坡
が
次
韻
。（
晩
晴
閣
）
前
年
芝
居
小
屋
が
常
設
さ
れ
た
の
に
続
い
て
今
年
三
月
遊
所
が
公
認
さ
れ
、
西
と
東
の
二
カ
所
に
茶
屋
町
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
は
未
詳
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
の
頃
存
在
し
た
高
岡
の
瞽
女
街
を
見
る
と
、
現
在
の
川
原
町
あ
た
り
に
存
す
る
二
十
楼
ほ
ど
の
遊
楼
に
は
、市
河
米
庵
・
中
嶋
棕
軒
・
皆
川
淇
園
・
頼
山
陽
等
、
当
代
を
代
表
す
る
儒
者
の
書
に
な
る
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た（
注
１０
）
。
そ
の
遊
楼
は
千
保
川
添
い
に
あ
り
川
舟
よ
り
訪
れ
る
客
の
心
を
喜
ば
せ
た
。
服
部
淳
卿
は
「
無
限
の
歓
娯
こ
の
中
に
満
つ
」
と
詠
い
、
高
岡
の
医
師
で
勤
王
の
士
だ
っ
た
山
本
道
齋
は
「
冶
郎
は
灑
ぎ
去
る
別
離
の
涙
、
結
を
川
原
に
作
し
満
つ
る
こ
と
埜
霜
の
ご
と
し
」
と
詠
っ
た
。
千
保
川
添
い
の
柳
枝
に
後
会
の
契
り
を
結
ん
だ
紙
片
が
、
さ
な
が
ら
野
に
降
り
た
霜
の
よ
う
に
散
り
乱
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
繁
華
な
様
が
想
像
さ
れ
る
。
春
に
な
る
と
鶴
村
一
家
は
あ
い
か
わ
ら
ず
、
芝
居
見
物
や
犀
川
の
梅
見
・
松
月
寺
の
桜
見
に
と
華
や
い
だ
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
加
え
て
蘭
所
と
の
賦
詩
や
西
皐
の
閑
雲
亭
で
の
小
集
な
ど
多
忙
で
あ
る
。
殆
ど
毎
日
行
わ
れ
た
今
枝
氏
や
寺
西
蔵
人
等
の
講
義
の
合
間
を
縫
っ
て
の
行
事
で
あ
る
。
な
お
蘭
渓
は
島
蘭
渓
と
い
い
、
毛
利
半
山
の
「
半
山
百
絶
」
に
、
天
保
末
年
頃
京
に
行
く
の
を
送
ら
― １８０ ―
れ
て
い
る
。
ま
た
南
皐
は
増
田
南
皐
の
こ
と
で
、
詩
佛
の
再
北
遊
の
時
空
翠
楼
に
詩
佛
を
訪
ね
て
賦
詩
し
た
人
。
西
皐
の
閑
雲
亭
に
遊
ん
だ
田
中
躬
之
は
本
吉
の
町
儒
医
で
あ
る
。
京
で
賀
茂
季
鷹
に
国
学
を
学
ん
で
和
歌
を
能
く
し
た
。
こ
の
年
二
十
四
歳
で
あ
る
が
、
鶴
村
の
詩
塾
に
お
り
、
ま
た
堀
辰
之
助
・
佐
藤
門
之
助
・
土
谷
顕
蔵
・
梁
田
養
元
・
大
凡
蘭
洲
も
同
門
で
あ
る
。
な
お
こ
の
年
空
翠
は
店
舗
を
尾
張
町
に
移
し
た
が
、
空
翠
の
行
状
に
つ
い
て
伝
え
る
も
の
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
す
け
は
る
錦
城
の
西
遊
で
京
で
交
遊
し
た
日
野
資
愛
や
吉
田
袖
蘭
は
、
共
に
勤
王
の
志
を
持
っ
て
行
動
し
た
人
々
で
、
後
年
空
翠
と
も
浅
か
ら
ぬ
縁
を
持
っ
た
人
々
で
あ
る
。
資
愛
は
字
を
子
博
、
亞
相
公
と
称
し
、
南
厳
院
と
号
し
た
。
京
都
の
日
野
資
矩
の
男
で
、
詩
佛
や
頼
山
陽
・
梁
川
星
巌
等
と
も
親
交
し
、
空
翠
は
松
任
本
誓
寺
僧
達
羅
や
雲
華
大
含
を
通
し
て
知
っ
た
。
皆
川
淇
園
に
つ
い
て
漢
学
を
修
め
て
漢
詩
や
和
歌
を
能
く
し
、
こ
の
年
四
十
一
歳
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
吉
田
袖
蘭
は
名
を
佐
登
子
と
い
い
、
京
都
の
医
者
吉
田
南
涯
の
女
で
、
幼
よ
り
詩
画
を
好
み
、
書
を
頼
山
陽
に
、
画
を
中
林
竹
洞
に
学
ん
だ
。
後
画
家
の
大
蔵
笠
山
に
嫁
す
が
、
こ
の
時
二
十
四
歳
だ
っ
た
袖
蘭
は
錦
城
が
京
に
来
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
詩
を
錦
城
に
乞
う
た
の
で
あ
る
。
錦
城
も
ま
た
こ
の
人
の
宅
で
同
功
蘭
齋
が
「
野
狐
別
児
伝
奇
」
を
語
る
の
を
聞
き
、
座
中
の
人
の
感
動
で
凄
然
垂
涙
す
る
の
を
見
て
い
る（
注
１１
）
。
後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
空
翠
も
ま
た
袖
蘭
の
琴
を
聞
い
て
い
る
。
袖
蘭
は
奏
琴
も
能
く
し
た
の
で
あ
る（
注
１２
）
。
な
お
錦
城
が
三
月
に
頼
山
陽
を
鴨
川
の
書
楼
に
訪
ね
た
時
、
山
陽
は
わ
ざ
わ
ざ
「
伊
丹
の
酒
四
品
」
を
揃
え
て
歓
待
し
て
く
れ
た
。
京
に
来
て
も
「
必
ず
杯
酌
を
命
ず
る
」
の
だ
が
、
甘
味
で
口
に
合
わ
ぬ
こ
と
に
ク
サ
ク
サ
し
て
い
た
折
の
歓
待
で
あ
っ
た
。
四
品
と
も
美
醞
で
、
錦
城
は
「
此
の
日
始
め
て
京
師
も
ま
た
酒
有
る
こ
と
を
知
」
っ
た
と
い
う
。
つ
い
で
山
陽
の
気
宇
を
推
察
す
る
に
、
「
一
時
爽
快
の
士
」
た
る
と
こ
ろ
は
「
関
左
の
人
に
肖
」
る
こ
と
を
知
っ
て
、「
そ
の
相
待
の
厚
き
こ
と
を
悦
び
、
ま
た
竊
か
に
感
ず
る
所
が
あ
っ
て
」
一
絶
を
賦
し
て
感
謝
に
代
え
た
の
で
あ
っ
た
。
れ
い
し
ゅ
う
越
中
で
は
寺
崎

洲
が
高
岡
詩
壇
の
耆
宿
と
し
て
君
臨
し
、
文
政
初
年
頃
詩
社
「
松
映
房
社
」
を
創
設
し
て
そ
の
主
盟
と
な
っ
て
い
た
。
字
を
孟
恕
、
称
を
三
木
屋
半
左
衛
門
・
三
樹
一
貫
、
號
を

洲
・
櫻
廟
等
と
称
し
た
。
大
樸
の
子
で
代
々
高
岡
木
舟
町
で
町
役
人
を
勤
め
、
蔵
宿
を
営
ん
だ
。
詩
文
を
村
瀬
栲
亭
や
皆
川
淇
園
に
学
び
、
稗
史
小
説
を
好
ん
だ
。
交
遊
す
る
所
は
内
外
に
多
く
、
大
槻
玄
沢
・
詩
佛
・
六
如
上
人
・
活
湛
禅
師
・
梅
辻
春
樵
・
画
人
東
洋
を
数
え
、
ま
た
そ
の
門
よ
り
長
崎
浩
齋
・
清
水
蕗
園
・
桑
山
石
蘭
・
僧
櫟
堂
・
澤
田
等
岳
・
石
川
雪
徠
・
上
原
龍
圃
等
が
出
た
。
文
化
二
年
に
町
年
寄
に
就
き
、
文
政
二
年
に
は
隠
居
し
て
六
十
歳
に
な
っ
て
い
た
。
超
願
寺
に
行
わ
れ
た
書
畫
の
会
は
盛
大
で
、
京
の
東
洋
、
富
山
の
勤
齋
、
伊
勢
の
良
俊
、
紀
伊
の
南
寉
、
奥
州
の
文
齋
、
加
賀
の
迪
堂
、
高
岡
の
敬
周
・
蝸
亭
等
の
画
家
が
集
ま
っ
た
。
大
西
氏
は
い
づ
れ
も
東
洋
の
弟
子
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
。
東
洋
は
こ
の
時
六
十
八
歳
（
５６
と
も
）
で
あ
る
が
、
七
月
に
来
遊
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
日
こ
の
参
会
者
が
そ
ろ
っ
て
陸
舟
楼
で
遊
ん
だ
。
文
政
４
年
（
一
八
二
一
）
１
月
１
日
秋
声
館
小
集
。（
秋
声
館
）
１５
日
蘭
所
、
鶴
村
宅
を
来
訪
。（
日
記
）
※
こ
の
頃
晩
晴
閣
で
小
集
（
致
堂
）。
ま
た
こ
の
頃
、
市
河
米
庵
が
江
戸
に
召
さ
れ
新
知
を
賜
り
、
十
四
首
を
賦
詩
（
米
庵
百
律
）。
― １８１ ―
せ
い
き
２
月
１２
日
九
皐
と
鶴
村
、
晴
暉
堂
・
大
乗
寺
に
遊
び
帰
り
閑
雲
亭
に
寄
る
。
（
日
記
）
３
月
８
日
長
井
宅
詩
会
、
蘭
所
と
同
道
。
１２
日
、
蘭
所
・
葵
園
・
致
堂
、
田
辺
吉
平
の
糸
桜
を
見
物
。
１６
日
、
鶴
村
と
妻
、
松
月
寺
や
極
楽
寺
の
桜
見
。
１８
日
、
堀
辰
之
助
・
佐
藤
門
之
助
・
蘭
所
が
鶴
村
を
来
訪
。
１９
日
、
致
堂
・
蘭
所
・
葵
園
同
道
で
松
月
寺
の
櫻
見
。（
致
堂
）（
日
記
）
※
こ
の
月
、
蓀
坡
が
拄
頤
庵
で
小
集
。
ま
た
蓀
坡
邸
で
小
集
。
ま
た
森
固
来
、
風
月
楼
で
小
集
。
ま
た
西
皐
、
都
梁
館
で
小
集
。（
立
齋
）
４
月
１１
日
晴
暉
堂
書
畫
会
。
１２
日
、
西
方
寺
書
畫
会
。（
日
記
）
２０
日
、
鶴
村
、
土
谷
顕
蔵
の
江
戸
に
遊
ぶ
の
を
送
る
。（
致
堂
・
秋
声
館
）
２６
日
鶴
村
宅
書
會
、
葵
園
・
武
田
・
琴
味
・
蘭
州
・
梅
堂
・
堀
辰
・
蘭
所
・
西
方
寺
・
松
月
寺
参
加
。（
日
記
）
５
月
５
日
蓀
坡
、
二
三
友
と
蓮
湖
に
遊
ぶ
。（
晩
晴
閣
）
８
日
蘭
所
、
宿
題
の
詩
を
鶴
村
宅
に
持
参
。（
日
記
）
９
日

洲
、
金
毘
羅
に
発
句
十
五
句
を
奉
納
。（

洲
詩
稿
）
８
月
３
日
「
白
山
史
」
８
冊
完
成
。
６
日
、
飛
騨
の
旭
亭
が
来
訪
。（
日
記
）
１５
日
致
堂
、
蓮
湖
に
月
を
賞
ず
。（
致
堂
）
ま
た
こ
の
日
、
松
月
寺
雲
水
僧
が
鶴
村
宅
に
来
て
賦
詩
。
１９
日
葵
園
来
訪
し
て
烏
石
の
書
を
見
せ
る
。（
日
記
）
９
月
蓀
坡
、
華
山
和
尚
の
来
訪
を
受
け
る
。（
晩
晴
閣
）
１１
月
１
日
大
津
の
畫
師
梅
岸
が
鶴
村
を
来
訪
。
１２
日
、
鶴
村
、
詩
佛
に
賦
詩
。
（
日
記
）
２１
日
鶴
村
、
尾
張
画
工
梅
逸
に
詩
を
寄
せ
る
。（
秋
声
館
）
ま
た
松
月
寺
に
侶
鳳
和
尚
が
来
て
画
竹
す
。（
日
記
）
※
こ
の
月
致
堂
、
梅
逸
道
人
の
画
巻
に
題
す
。（
致
堂
）
※
冬
、
稲
毛
屋
山
が
高
岡
に
来
る
。（
東
林
）
※
こ
の
年
、
津
島
栗
齋
の
没
を
悼
ん
で
三
首
を
作
る
。（

洲
）
※
こ
の
年
「
春
藻
錦
機
」
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
年
鶴
村
は
、
天
明
元
年
に
白
山
登
山
を
始
め
て
よ
り
四
十
年
間
暖
め
続
け
て
き
た
「
白
山
史
」
八
冊
を
完
成
さ
せ
、
一
部
を
聖
堂
に
寄
贈
し
た
。
鶴
来
か
ら
尾
添
口
を
経
て
白
山
へ
登
る
ル
ー
ト
で
、実
地
に
踏
査
し
た
神
祠
・
名
跡
・
産
物
・
伝
説
を
記
し
、
所
々
の
見
取
り
図
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
基
に
な
っ
て
文
政
十
二
年
「
白
山
遊
覧
図
記
」
五
冊
が
完
成
す
る
。
ま
た
こ
の
年
に
な
る
と
、
鶴
村
を
中
心
と
す
る
小
集
や
書
畫
会
が
ま
す
ま
す
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
時
に
は
鶴
村
の
近
隣
に
あ
っ
た
西
皐
の
閑
雲
亭
に
出
向
い
て
遊
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
賦
詩
を
通
じ
て
彼
等
は
、
武
士
や
町
人
・
百
姓
の
身
分
差
を
越
え
て
、
文
化
的
交
流
を
日
常
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
一
方
相
変
わ
ら
ぬ
人
気
を
誇
る
芝
居
に
加
え
て
、
こ
の
年
の
九
月
に
は
犀
川
の
川
原
で
相
撲
の
興
行
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
大
変
繁
昌
し
、
鶴
村
も
知
人
数
人
と
共
に
見
物
に
出
掛
け
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
は
ま
た
、
様
々
な
文
化
人
が
各
地
か
ら
来
訪
し
た
の
で
あ
る
。
先
ず
八
月
飛
騨
の
旭
亭
が
来
訪
し
、
九
月
に
は
詩
佛
が
来
遊
し
、
ま
た
そ
の
頃
稲
毛
屋
山
も
詩
佛
の
後
を
追
う
よ
う
に
高
岡
に
来
遊
し
金
澤
に
向
か
っ
た
。
屋
山
は
時
に
六
十
七
歳
で
あ
っ
た
が
翌
年
七
月
没
し
て
い
る
。
十
一
月
に
は
大
津
の
画
師
梅
岸
や
尾
張
の
画
工
梅
逸
が
相
継
い
で
訪
れ
た
。
一
々
詳
述
は
し
な
い
が
、
彼
等
は
金
澤
の
文
人
と
交
流
を
繰
り
返
し
、
新
し
い
刺
激
を
与
え
会
っ
た
。
鶴
村
の
み
に
限
っ
て
み
て
も
、
十
一
月
一
日
に
は
大
津
の
梅
岸
の
来
訪
を
受
け
、
そ
の
後
数
日
は
蕎
麦
の
振
る
舞
い
等
― １８２ ―
接
待
で
忙
し
い
。
十
二
日
に
は
詩
佛
に
詩
三
首
を
送
り
、
二
十
一
日
に
は
松
月
寺
に
富
山
の
侶
鳳
を
迎
え
て
そ
の
画
竹
を
見
、
そ
の
夜
尾
張
の
画
人
山
本
梅
逸
と
初
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
十
二
月
十
一
日
に
は
旭
亭
を
招
い
て
河
漏
（
そ
ば
き
り
）
を
御
馳
走
し
て
そ
こ
へ
菊
渓
や
松
月
寺
和
尚
も
招
き
、
ま
た
翌
日
に
は
菊
渓
宅
に
出
掛
け
て
旭
亭
を
留
別
す
る
と
い
う
風
で
あ
る
。
一
方
西
皐
・
蓀
坡
や
立
齋
に
し
て
も
、
詩
作
の
多
さ
と
相
俟
っ
て
小
集
の
開
催
の
頻
繁
さ
が
目
立
っ
て
来
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
小
集
を
開
い
た
森
固
来
は
通
称
森
下
屋
甚
兵
衛
と
い
い
、
号
を
固
来
・
幾
暁
庵
・
松
裏
庵
等
と
い
う
俳
人
で
、
こ
の
年
三
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
加
賀
安
宅
の
生
ま
れ
で
金
沢
に
住
み
、
町
役
人
と
な
っ
て
俳
諧
を
眉
山
・
蒼
虬
に
学
ん
で
幾
暁
庵
・
松
裏
庵
を
継
い
で
、
そ
の
楼
を
「
風
月
楼
」
と
い
っ
た
。
詩
文
も
善
く
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
注
目
の
一
つ
は
、
蓀
坡
や
致
堂
の
蓮
湖
で
の
遊
山
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
蓮
湖
は
河
北
潟
の
異
称
で
あ
る
が
、
加
賀
で
い
え
ば
こ
れ
以
降
蓮
湖
に
加
え
て
琴
湖
・
牙
湖
・
柴
湖
へ
の
遊
覧
が
数
を
増
す
こ
と
に
な
る
。（
注
１３
）
越
中
高
岡
で
は
こ
の
年
六
月
二
十
三
日
大
火
が
あ
っ
た
。「
高
岡
市
史
」
に
よ
れ
ば
上
川
原
町
よ
り
出
火
し
た
火
は
ま
た
た
く
間
に
三
十
七
町
二
千
数
百
戸
を
焼
失
し
た
と
い
う
。「
鶴
村
日
記
」
で
は
、「
昨
日
昼
よ
り
夜
八
つ
時
ま
で
高
岡
大
火
、
四
千
斗
焼
失
」
と
誌
す
。
詩
佛
が
来
遊
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
三
ヶ
月
後
の
九
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

洲
は
こ
の
年
六
十
一
歳
に
な
っ
た
が
、
五
月
金
毘
羅
に
発
句
を
十
五
句
奉
納
し
た
。
ま
た
こ
の
年
九
月
十
八
日
津
島
栗
齋
が
二
十
九
歳
で
没
し
、
東
林
・
痴
王
・
嬾
外
・
南
半
村
・
浩
齋
は
そ
の
死
を
悼
ん
で
「
挽
詩
集
」
一
卷
を
賦
し
た
。
こ
の
内
半
村
は
二
十
四
歳
で
、
詩
佛
の
北
遊
以
後
よ
り
「
陸
舟
楼
」
や
「
松
映
房
」
社
に
参
加
し
て
、
越
中
詩
壇
の
中
枢
と
な
っ
て
行
く
。
こ
の
年
越
中
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、「
春
藻
錦
機
」
が
高
岡
の
板
屋
小
右
衛
門
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
漢
詩
・
繪
・
和
歌
・
発
句
で
構
成
さ
れ
た
、
文
政
年
間
に
お
け
る
高
岡
文
化
の
集
大
成
で
、
高
岡
の
春
を
多
方
面
か
ら
表
現
し
尽
く
そ
う
と
す
る
意
図
も
伺
え
る
。
い
ま
全
て
の
作
を
数
え
る
と
百
三
十
四
作
に
上
る
が
、
こ
こ
で
は
漢
詩
の
み
に
限
っ
て
作
者
名
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
二
十
四
人
を
数
え
る
。
な
お
注
記
は
「
高
岡
詩
話
」
の
も
の
に
よ
る
。
１.
僧
玄
妙
、
２.
高
嶋
誠
處
、
３.
僧
法
隆
（
字
周
済
、
光
楽
寺
老
僧
）、
４.
高
嶋
玄
臺
（
号
赤
松
春
、
称
松
井
藤
馬
、
高
峯
鼎
亭
の
義
子
と
な
る
）、
５.
長
崎
浩
齋
、
６.
西
村
緑
處
（
称
西
村
与
三
男
、
小
堀
八
十
太
夫
の
弟
だ
が
西
村
氏
の
後
と
な
る
）、
７.
山
本
檉
園
（
名
篤
、
称
一
覚
）、
８.
竺
立
道
（
号
石
雲
、
笹
河
広
済
寺
先
住
）、
９.
北
陵
雄
（
鴨
島
教
恩
寺
先
住
）、
１０.
佐
野
成
章
（
号
六
動
、
六
渡
寺
村
佐
野
屋
年
次
郎
）、
１１.
吉
埜
屋
喜
兵
衛
（
号
林
檎
主
人
）、
１２.
清
水
蕗
園
（
槇
屋
貞
助
、
名
叔
斐
、
字
子
章
）、
１３.
桃
里
烏
郊（
大
阪
屋
武
左
衛
門
、
号
桃
里
老
人
）、
１４.
僧
詩
天（
名
獅
子
、
字
王
吼
、
下
牧
野
東
弘
寺
先
住
）、
１５.
上
野
屋
嘉
右
衛
門
（
百
姓
町
の
人
、
名
槇
、
号
烏
郊
）、
１６.
僧
法
周
（
開
発
村
妙
専
寺
先
住
）、
１７.
和
田
彦
齢
（
名
維
、
称
藤
甫
）、
１８.
僧
櫟
堂
（
妙
国
寺
住
持
）、
１９.
松
田
丁
夢
（
号
木
舟
）、
２０.
粟
田
庸
齋
、
２１.
僧
東
林
、
２２.
寺
崎

洲
、
２３.
菊
池
静
齋
（
菊
池
静
齋
）、
２４.
長
崎
蓬
洲
（
号
贅
葊
老
人
）。
三.
詩
佛
の
北
遊
と
加
越
文
人
詩
佛
が
北
遊
の
旅
に
出
た
の
は
文
政
四
年
九
月
で
あ
る
。
松
代
か
ら
牟
礼
・
柏
原
を
経
、
越
後
の
高
田
か
ら
親
不
知
を
越
え
て
越
中
高
岡
に
は
九
月
十
六
日
― １８３ ―
に
入
っ
た
。
そ
の
日
は
竹
友
亭
に
泊
し
、
翌
日
は
長
崎
浩
齋
の
案
内
で
石
堤
村
の
長
光
寺
東
林
を
訪
ね
、
そ
こ
で
一
泊
し
て
翌
日
は
そ
の
近
く
の
虎
渓
に
遊
び
、
十
九
日
に
は
石
動
の
宿
へ
と
移
り
、
金
澤
に
入
っ
た
の
は
九
月
二
十
日
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
の
詩
佛
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
大
森
林
造
氏
の
「
大
窪
詩
佛
ノ
ー
ト
」（
注
１４
）
が
詳
し
い
の
で
、
筆
者
は
空
翠
や
加
越
能
の
文
人
を
主
に
述
べ
た
い
。
な
お
出
典
を
記
さ
な
い
の
は
「
北
遊
詩
稿
」
に
よ
る
記
事
で
あ
る
。
冬
の
寒
気
を
連
れ
て
く
る
山
瀬
の
風
が
吹
き
始
め
た
二
十
三
日
過
ぎ
頃
、
金
沢
で
最
初
に
韓
西
皐
か
ら
招
か
れ
た
。
西
皐
は
こ
の
年
四
十
歳
を
迎
え
て
い
た
。
や
が
て
二
十
六
日
午
前
頃
か
ら
は
雨
を
伴
い
翌
日
に
は
大
雨
に
変
わ
り
、
二
十
九
日
に
は
雷
に
霰
混
じ
り
の
大
荒
れ
と
な
っ
た
。
詩
佛
が
北
陸
に
来
て
始
め
て
体
験
す
る
冬
ら
し
い
冬
で
あ
る
。
そ
ん
な
日
詩
佛
は
蓀
坡
に
招
か
れ
た
。「
辛
巳
秋
九
月
、
詩
佛
先
生
敝
邑
に
来
遊
す
。
一
別
よ
り
已
に
十
二
霜
を
経
、
今
再
び
逢
ふ
こ
と
を
得
て
喜
ん
で
賦
す
」
と
題
す
る
こ
の
時
の
詩
に
い
う
。「
蕭
々
た
る
秋
雨
は
茅
蘆
に
灑
ぎ
、
旧
を
話
し
て
同
じ
く
傾
く
酒
一
壺
」
と
。
二
人
の
話
は
十
二
年
前
の
交
遊
に
移
る
と
、「
人
世
の
変
遷
を
聞
い
て
便
ち
驚
く
。
十
箇
の
交
朋
、
九
は
零
落
し
、
唫
壇
に
今
日
新
名
を
識
る
を
」
と
嘆
じ
た
。
こ
の
時
の
詩
佛
の
詩
に
も
い
う
。「
狂
雨
顛
風
海
山
に
暗
し
、
山
頭
の
楓
葉
は
半
ば
は

斑
、
恰
も
東
海
の
仲
春
の
節
の
如
し
。
寒
暖
陰
晴
頃
刻
の
間
」
と
。
次
い
で
詩
佛
は
碧
梧
窓
小
集
で
亀
田
章
に
次
韻
し
、
続
い
て
空
翠
楼
に
招
か
れ
、
同
席
し
た
立
齋
が
詩
を
贈
っ
た
（
立
齋
）。
雨
や
曇
り
の
後
天
候
は
十
月
に
入
っ
て
回
復
し
、
一
日
は
陵
雲
閣
主
人
に
招
か
れ
、
二
日
は
小
春
の
晴
天
に
引
か
れ
て
諸
子
と
共
に
大
乗
寺
に
遊
び
、
再
び
空
翠
楼
に
招
か
れ
た
（
立
齋
）。
空
翠
楼
は
町
の
中
に
あ
っ
た
が
、
窓
を
開
け
れ
ば
青
山
が
眼
に
飛
び
込
ん
で
く
る
と
い
う
立
地
で
あ
る
。
卯
辰
山
と
浅
野
川
を
前
に
し
た
尾
張
町
あ
た
り
だ
っ
た
ろ
う
か
、
詩
佛
は
「
雨
後
の
炊
煙
水
を
隔
あ
が
て
て
颺
る
」
と
も
詠
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
数
泊
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
空
翠
は
こ
の
頃
詩
佛
の
門
弟
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
以
後
殆
ど
離
れ
る
こ
と
な
く
詩
佛
に
随
行
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
五
日
か
ら
降
り
出
し
た
雨
が
、
七
日
に
な
る
と
雨
風
の
激
し
い
荒
れ
模
様
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
詩
佛
は
、
伊
藤
半
仙
・
谷
川
鳶
齋
・
空
翠
と
共
に
山
中
温
泉
へ
出
掛
け
た
。
あ
ま
り
の
雨
風
の
激
し
さ
の
故
で
あ
ろ
う
、
途
中
鳶
齋
と
空
翠
は
雨
の
中
を
詩
佛
の
籠
の
先
導
を
し
て
く
れ
た
。
粟
生
で
船
に
乗
る
頃
は
風
は
波
濤
を
巻
き
、
雪
は
天
に
漲
る
と
い
っ
た
有
様
に
な
っ
た
。
琴
湖
を
船
で
渡
っ
て
山
中
に
着
い
た
の
は
そ
の
日
の
夜
で
あ
っ
た
。
山
中
温
泉
で
は
八
勝
を
詠
じ
那
谷
寺
に
も
遊
ん
だ
。
そ
し
て
こ
こ
に
富
田
菁
莪
・
大
井
掬
月
・
釈
林
泉
等
が
酒
な
ど
を
持
参
し
て
訪
問
し
、
詩
佛
も
蓀
坡
・
半
仙
・
西
皐
に
詩
や
墨
竹
を
送
っ
た
。
二
十
七
日
頃
詩
佛
は
半
月
余
り
滞
在
し
た
山
中
を
発
ち
、
次
の
宿
泊
地
の
小
松
に
向
か
っ
た
が
、
着
い
た
頃
は
「
海
風
雨
を
吹
い
て
暮
べ
紛
々
」
と
い
う
暮
れ
方
だ
っ
た
。
小
松
で
は
松
風
館
に
宿
し
、
そ
の
後
伊
藤
半
仙
宅
に
立
ち
寄
っ
た
。
こ
こ
に
も
詩
佛
は
数
泊
し
亀
田
章
も
加
え
て
小
集
も
持
っ
た
。
そ
し
て
半
仙
宅
を
立
つ
前
の
晩
、
詩
佛
は
「
明
朝
雪
あ
ら
ば
重
ね
て
来
り
看
ん
、
百
天
の
庭
松
玉
塵
を
堆
を
」
と
詠
じ
、
半
仙
は
「
雪
裏
端
な
く
も
忽
ち
別
離
す
」
と
詠
じ
た
。
十
一
月
に
入
っ
て
晴
雨
を
繰
り
返
し
た
空
も
十
一
日
か
ら
は
雨
に
な
り
、
雪
も
交
じ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
ん
な
日
に
半
仙
宅
を
発
っ
て
、
立
齋
宅
に
も
立
ち
寄
っ
た
の
は
十
四
日
で
、
こ
こ
に
も
数
泊
し
た
。
こ
れ
ま
で
常
に
従
っ
た
三
人
に
加
え
て
鶴
山
と
尾
張
か
ら
来
た
ば
か
り
の
梅
逸
も
加
わ
っ
た
（
立
齋
）。
梅
逸
は
翌
年
五
月
ま
で
金
沢
に
滞
在
し
た
。
― １８４ ―
そ
の
後
間
も
な
く
金
澤
に
戻
っ
た
と
思
え
る
が
、
戻
る
と
致
堂
か
ら
詩
を
贈
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
邸
に
も
招
か
れ
て
五
度
唱
和
し
た
。
ま
た
致
堂
の
た
め
に
「
海
棠
園
十
二
勝
」を
賦
詩
し
た
。
致
堂
・
絳
雪
唫
窠
・
環
翠
楼
・
雙
清
茶
寮
・
昼
寒
亭
・
錦
繍
堆
・
紅
葉
湾
・
松
嶼
・
調
馬
場
・
観
魚
橋
・
百
花
経
・
蓮
蕩
が
そ
れ
で
あ
る
。
金
澤
で
の
宿
舎
は
中
村
碧
山
邸
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
碧
山
の
詩
に
「
詩
佛
先
生
、
金
澤
に
来
た
り
予
が
家
に
寓
す
る
こ
と
数
閲
月
、
今
ま
さ
に
別
れ
ん
と
し
て
之
を
賦
し
送
り
奉
る
」
と
あ
っ
て
、
詩
に
は
「
半
年
の
交
誼
最
も
多
情
た
り
。
夜
讀
に
光
を
分
つ
一
短
檠
、
何
ぞ
耐
へ
ん
先
生
帰
去
の
後
、
寒
窓
に
獨
り
暁
鐘
の
声
を
聴
か
ん
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
ま
た
東
山
の
四
並
楼
で
小
集
が
持
た
れ
、
巌
墨
屏
・
福
島
脩
井
・
空
翠
・
釈
白
嶺
・
尾
張
の
山
本
梅
逸
等
が
参
加
し
た
。
文
宝
の
都
梁
山
館
に
招
か
れ
た
の
も
十
一
月
頃
で
あ
る
。
詩
佛
は
こ
の
人
と
も
文
化
六
年
頃
交
遊
を
も
っ
て
い
た
。
二
十
八
日
は
冬
至
だ
っ
た
が
快
晴
で
、
立
齋
宅
に
再
び
招
か
れ
「
至
日
」「
雪
意
」「
水
中
梅
影
」「
雪
中
菊
鶯
」「
雪
中
尋
梅
」
等
の
題
詠
で
賦
詩
し
た
（
立
齋
）。
そ
し
て
束
の
間
の
青
天
も
翌
日
か
ら
荒
れ
始
め
、
師
走
一
日
に
は
寒
気
が
激
し
く
雪
に
変
わ
っ
た
。
そ
ん
な
日
、
空
翠
・
梅
逸
が
詩
佛
を
迎
え
て
再
び
四
並
楼
で
雪
を
賞
ず
る
小
集
を
持
っ
た
。
四
並
楼
は
東
山
に
あ
っ
た
酒
楼
の
よ
う
で
、
西
皐
や
鹿
齋
等
が
好
ん
で
小
集
を
持
っ
た
楼
で
あ
る
。
こ
の
後
金
澤
で
は
翌
年
の
正
月
に
か
け
て
連
日
雪
の
日
が
続
き
、
家
々
で
は
雪
下
ろ
し
も
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
師
走
に
入
っ
て
か
ら
度
々
詩
佛
に
家
書
が
あ
り
、
詩
佛
は
帰
り
を
考
え
始
め
た
。
一
方
金
澤
の
文
人
達
は
訪
問
を
止
め
ず
、
雪
声
・
雪
塵
・
雪
燈
・
雪
美
人
・
雪
獅
・
雪
夜
・
冬
夜
等
で
題
詠
し
、
脩
井
・
西
皐
・
立
齋
・
香
林
坊
緑
陰
・
亀
田
章
等
が
賦
詩
し
た
。
ま
た
曽
田
菊
潭
に
招
か
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
、
菊
潭
は
「
風
窓
頻
り
に
燭
を
剪
り
、
雪
夜
屡
詩
を
談
ず
。
共
に
約
す
鶯
花
の
節
、
青
を
踏
ん
で
筇
枝
を
曳
か
ん
」
と
詠
じ
、
来
春
の
逍
遙
を
約
し
た
。
亀
田
章
が
詩
佛
を
送
る
送
別
の
宴
を
開
き
、
致
堂
が
梅
枝
一
枝
を
送
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
そ
し
て
連
日
降
り
続
い
た
雪
も
除
夕
に
よ
う
や
く
降
り
止
み
、
詩
佛
は
梅
逸
・
屋
山
に
詩
を
寄
せ
た
。
共
に
こ
の
冬
金
澤
で
年
を
越
す
人
々
で
、
宿
舎
を
共
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
一
霄
雪
満
つ
屋
山
の
頭
り
、
相
遇
三
人
遠
游
を
話
す
」
と
詩
佛
の
詩
に
も
あ
る
。
こ
の
雪
は
年
が
明
け
て
も
降
り
続
け
五
日
も
雪
だ
っ
た
。
そ
ん
な
雪
の
中
を
釈
東
林
・
長
崎
浩
齋
・
釈
痴
王
が
越
中
よ
り
金
澤
の
客
舎
に
訪
う
て
く
れ
た
。
次
い
で
詩
佛
と
の
別
れ
を
知
っ
た
文
人
達
と
の
別
れ
の
宴
が
続
く
よ
う
に
な
る
。
十
八
日
は
松
井
蓼
齋
が
送
別
の
宴
を
開
き
、
蓀
坡
・
鶴
山
・
半
仙
・
立
齋
・
空
翠
・
梅
逸
等
が
参
加
し
、
二
十
五
日
は
詩
佛
が
富
田
痴
龍
の
暮
松
楼
に
立
ち
寄
り
賦
詩
し
た
。
一
月
頃
開
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
送
別
の
宴
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
観
音
院
で
観
楓
の
会
。
蓀
坡
・
緑
陰
・
西
皐
・
鶴
山
・
半
仙
・
棠
坪
・
碧
山
・
立
齋
・
空
翠
等
が
参
加
。
犀
川
橋
で
観
漁
の
会
。
南
皐
・
暁
山
・
墨
屏
・
石
羊
・
半
江
・
立
齋
・
空
翠
・

齋
等
が
参
加
。
四
並
楼
で
烏
薪
を
焚
い
て
宴
。
墨
屏
・
綺
屏
・
雲
屏
・
翠
屏
・
南
皐
・
空
翠
・
梅
逸
等
が
参
加
。
こ
れ
ら
の
送
別
の
宴
は
、
詩
佛
も
い
う
よ
う
に
「
同
社
争
っ
て
相
招
き
、
席
に
山
海
の
珍
を
具
ふ
。
酔
中
書
或
は
畫
、
歓
嫂
夜
は
晨
に
連
る
。」
と
、
心
を
尽
く
し
贅
を
尽
く
し
た
会
だ
っ
た
。
ま
た
半
仙
に
「
名
花
十
友
詩
」
を
書
い
て
贈
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
詩
・
名
・
仙
・
禅
・
雅
・
殊
・
韻
・
浮
・
艶
・
佳
友
で
、
こ
れ
は
半
仙
の
別
号
「
十
友
堂
」
に
因
ん
だ
の
で
あ
る
。
春
に
な
っ
て
も
降
り
続
い
た
雪
が
や
が
て
晴
れ
間
を
見
せ
始
め
、
閏
一
月
一
日
頃
と
な
る
と
、
雪
模
様
の
中
に
も
春
め
い
た
陽
気
を
見
せ
始
め
た
。
そ
ん
な
晴
れ
間
に
西
皐
が
留
別
の
宴
を
開
い
た
。
そ
し
て
巌
墨
屏
が
詩
佛
を
大
樋
町
の
― １８５ ―
旗
亭
ま
で
送
り
、
立
齋
・
翠
屏
・
梅
逸
も
津
幡
駅
で
見
送
り
帰
り
に
立
齋
は
眷
々
の
情
に
堪
え
ず
一
詩
を
送
っ
た
。
高
岡
に
向
か
っ
て
進
む
と
痴
王
・
詩
天
・
浩
齋
が
横
田
の
茶
店
ま
で
出
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。
横
田
は
現
在
の
高
岡
駅
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手
前
に
あ
る
。
ま
た
途
中
、
浩
齋
の
清
風
明
月
楼
に
立
ち
寄
り
、
陸
舟
楼
に
は
三
日
間
泊
し
た
。
こ
こ
に
越
中
の
文
人
僧
玄
天
・
木
村
東
亭
・
高
嶋
誠
處
・
詩
天
・
痴
王
・
嬾
外
・
南
半
村
・
東
林
等
が
来
訪
し
て
小
集
を
持
ち
、
次
い
で
牧
野
の
東
弘
寺
に
立
ち
寄
り
、
こ
こ
で
高
柳
山
六
勝
を
詠
ん
だ
。
高
柳
山
は
東
弘
寺
の
山
号
で
あ
る
。
帰
り
を
急
ぐ
詩
佛
は
高
嶋
誠
處
を
同
伴
し
て
富
山
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
ま
た
小
集
が
持
た
れ
東
林
・
痴
王
・
誠
處
・
半
村
・
菁
圃
・
竹
窠
・
文
碩
・
俊
庵
が
送
別
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
翌
日
木
村
東
亭
・
詩
天
が
同
行
し
て
滑
川
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
滑
川
で
は
侶
鳳
が
詩
を
贈
っ
て
く
れ
た
が
、
次
い
で
名
立
・
高
田
・
碓
井
峠
を
経
由
し
て
江
戸
に
帰
っ
た
の
は
こ
の
月
の
末
で
あ
っ
た（
注
１５
）
。
そ
し
て
翌
二
月
、
空
翠
は
詩
佛
の
後
を
追
う
よ
う
に
江
戸
へ
発
っ
た
。
本
来
は
詩
文
に
つ
い
て
も
触
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
紙
数
の
都
合
で
略
し
文
人
達
の
行
状
を
中
心
に
述
べ
た
。
次
い
で
文
政
五
年
に
お
け
る
加
越
の
文
人
の
行
状
に
つ
い
て
触
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
既
に
紙
数
も
尽
き
て
い
る
。
そ
れ
は
次
回
に
譲
り
た
い
。
注
１
例
え
ば
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
１３
卷
に
、
西
山
松
之
助
氏
の
「
江
戸
文
化
と
地
方
文
化
」
の
著
が
あ
る
し
、
巻
末
に
は
「
近
世
史
研
究
解
説
」
が
あ
っ
て
、
研
究
の
成
果
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
講
座
『
日
本
文
学
史
』
第
九
・
十
・
十
一
卷
に
も
、
高
橋
博
巳
・
揖
斐
高
・
入
谷
仙
介
氏
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
詩
文
の
有
り
様
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
注
２
金
澤
高
等
学
校
『
紀
要
』
３４
〜
３６
号
に
か
け
て
、
加
越
能
に
お
け
る
文
人
を
中
心
に
略
伝
を
掲
載
中
で
あ
る
。
注
３
富
山
女
子
短
大
付
属
高
校
『
研
修
年
誌
』
第
十
〜
十
八
号
に
か
け
て
、
「
越
中
の
漢
詩
人
―
東
林
と
そ
の
交
遊
―
」
と
題
す
る
詳
論
が
あ
る
。
注
４
本
書
は
天
保
三
年
の
没
に
際
し
て
、
友
人
の
亀
田
敦
や
毛
利
彦
が
遺
稿
を
編
纂
し
て
「
立
齋
遺
稿
」
一
卷
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
注
５
空
翠
に
つ
い
て
は
、
金
沢
大
学
『
国
語
国
文
』
第
３１
号
「
百
万
石
残
照
」・
『
北
陸
古
典
研
究
』
第
２２
号
「
赤
壁
考
」
で
も
触
れ
た
。
注
６
大
西
氏
に
よ
れ
ば
、
東
林
の
住
持
し
た
長
光
寺
に
現
存
す
る
自
伝
風
詩
史
で
あ
っ
た
。
注
７
以
下
の
年
表
で
取
り
上
げ
る
の
は
次
の
書
に
よ
っ
て
い
る
。「
秋
声
館
詩
稿
」（
秋
声
館
）・「
鶴
村
日
記
」（
日
記
）・「
致
堂
詩
稿
」（
致
堂
）・「
菊
潭
遺
稿
」（
菊
潭
）・「
晩
晴
閣
詩
稿
」（
晩
晴
閣
）・「
立
齋
遺
稿
」（
立
齋
）・
「

洲
詩
稿
」（

洲
）・「
白
湯
集
」・「
米
庵
百
律
」。
な
お
（
）
は
そ
の
略
号
。
注
８
詳
細
は
注
２
『
紀
要
』
第
３５
号
を
参
照
。
注
９
同
前
。
注
１０
『
高
岡
詩
話
』
卷
三
。
注
１１
「
白
湯
集
」
に
「
吉
田
袖
蘭
宅
、
聞
同
功
蘭
齋
唱
野
狐
別
児
伝
奇
、
坐
中
之
人
、
凄
然
垂
涙
、
夫
同
功
畫
名
高
噪
天
下
、
是
世
人
之
所
知
也
。
其
旁
長
此
夜
、
伎
能
使
人
感
動
焉
。
其
誰
知
之
、
是
最
可
奇
也
。
乃
賦
一
絶
贈
之
。」
と
あ
る
。
注
１２
後
の
機
会
に
も
触
れ
る
が
、
天
保
年
間
頃
空
翠
が
京
・
奈
良
・
大
阪
に
― １８６ ―
遊
ん
だ
時
、
こ
の
人
の
琴
を
聞
い
た
こ
と
が
そ
の
書
簡
に
見
え
る
。
注
１３
注
５
の
両
書
で
筆
者
は
加
賀
三
湖
や
越
中
の
千
保
川
、
能
登
の
穴
水
彎
に
お
け
る
遊
覧
に
つ
い
て
述
べ
た
。
注
１４
氏
は
、
揖
斐
高
氏
の
「
詩
佛
年
譜
稿
」
を
基
に
、
丹
念
な
詩
佛
傳
を
考
証
さ
れ
平
成
１０
年
、
梓
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
注
１５
以
上
、
大
量
の
加
越
文
人
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
何
人
か
は
前
掲
『
紀
要
』
に
紹
介
し
た
し
、
残
り
は
徐
々
に
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。
― １８７ ―
